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シリーズ・日本の図書館（1）
『東洋文庫』
永田雄三＊
1　東洋文庫の沿革
　東洋文庫の名は、残念ながら日本ではあまり知られていない。しかし、
ここは世界でも有数の東洋学（アジアの言語、宗教、歴史、地理、民族・
民俗、文学、政治、経済などの研究の総称）研究のメッカである。英語名
はThe　Orien七al　Libraryだが、　The　Tbyo　Bunkoとしても通用する。東洋
文庫の歴史は、1917年までさかのぼる。この年に三菱財閥の総帥岩崎久
弥（18651955）が北京でオーストリア人のジョージ・アーネスト・モリ
ソン（George　Ernes七Morrison、1862－．1920）から、かれの収集した中国
関係の欧文書24000冊を購入したことに始まる。モリソン自身は、これを
「アジア文庫」と名付けていたが、日本では「モリソン文庫」という。こ
の購入は、当時大きなセンセーションを巻き起こした。なぜなら、「アジ
ア文庫」が中国に関する欧文図書を最も組織的に蒐集した学術的な価値の
きわめて高いものとして世界的に知られていたからである。ハーバード大
学などがその購入に名のりをあげていた。それが岩崎の決断によって日本
に将来されたことは日本の東洋学発展のために幸運であったといえよう。
　モリソンという人は、中国のみならずアジア各地を冒険旅行した「探検
家」としてつとに有名な人物であったが、その後、ロンドン・タイムズの
奉ながた・ゆうぞう／文学部教授／トルコ史
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特派員として中国に長く滞在した。かれは、中国事情を熟知しており、か
つ、義和団事件や日英同盟、日露戦争などにも深く関与してイギリスの権
益を守る「政治家」でもあった。ただし、蔵書を売却したころには往年の
勢いはなく、失意の状態にあったようである。
　「アジア文庫」購入の7年後に、岩崎はこれに各種の洋書や漢籍を加え
て（総計49000冊）、1924年に財団法人東洋文庫として東京市本郷区駒込
上富士前（現在地）に設立した。これは月本における東洋学専門の図書館
および研究所の嗜矢であった。その目的は、蔵書の公開、講演会、展覧会、
学術書の出版など、図書館と研究部を併せた東洋学研究のための「研究図
書館」として機能させることであった。その目的はいまでも変わっていな
い。初代理事長は井上準之介、研究部長は白鳥庫吉、図書主事石田幹之助
という鐸々たる顔ぶれであった。発足にあたって、日本における東洋学の
草分けともいえる白鳥庫吉は「アジア文庫」という名称を提案したが、当
時はまだアジアの名称は「邦人の耳には熟さない語」との認識があり「東
洋文庫」に落ちついたという。しかし、当文庫の幅広い活動分野を考慮す
ると、いまでは「アジア文庫」という名称の方がより適切である。白鳥博
士はさすがに先見の明があった。発足と同時に前間恭作、幣原坦旧蔵の朝
鮮本を受贈している。また、中国全域の地方誌の蒐集（43年まで）にも着
手している。
2　東洋文庫の歴史と蔵書
　つぎに、蔵書の紹介を兼ねて東洋文庫の歴史を年表風にたどってみよ
う。1926年に研究部に研究員を委嘱し「東洋文庫欧文紀要」の刊行と第一
回「東洋学講座」を開始、28年に中国の「族譜」の蒐集を開始（44年ま
で）、30年に中国の歴史・文学に関する書籍を集めた藤田豊八旧蔵漢籍を
受贈、ついで32年には和漢書2万7000余冊からなる「岩崎文庫」を受贈
した。岩崎文庫の内容は多岐に渡るが、とくに江戸時代に関する貴重な資
料が豊富にある。34年にヴェトナム本の「永田安吉文庫」を受贈、38年
に上田万年旧蔵書と岩崎久弥旧蔵書を受贈、40年には、チベット書の蒐集
としては世界最大のものの一つといわれるもので、河口慧海師がバンチェ
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ン・ラマ10世から贈られた文献（「河口文庫」）を受贈した。
　第二次世界大戦後、1949年に、財政的な理由もあって、文部省が東洋
文庫に対して民間学術研究機関として日本政府の補助金の交付を開始し、
また、閲覧整理業務に関してのみ国立国会図書館支部となった。52年に
複写敦煙文書の収集が始まり、これは現在、複写という形式ではあるが、
敦燈文書の世界最大の収集量に達している。53年にハーバード・エンチ
ン財団の助成により東方学研究日本委員会が発足した。54年にはロック
フェラー財団等の助成により近代中国研究委員会が発足し、翌年から図
書収集を始め、現在でも継続している。61年に付置ユネスコ東アジア文
化研究センターが設置された（初代所長は辻直四郎）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは、ユネスコの要請によっ
Ernblem　of　Morrison’s　Collection
モリソン文庫の蔵書票
（写真は東洋文庫提供）
て他のアジア諸国と共同して、アジ
ア文化とアジア各国におけるアジ
ア研究の動向を世界へ向けて紹介
している。63年に松田嘉久旧蔵の
タイ国関係書を受贈、64年に開国
百年記念文化事業会旧蔵書と梅原
末治旧蔵の考古学資料を受贈した。
76年には国際交流の諸事業により
「国際交流基金賞」を受賞した。79
年に辻直四郎旧蔵書を受贈、88年
にフィリピンのベラルデ家の蒐集
した「ベラルデ文庫」を受贈、88年
には東南アジア関係の欧文書を中
心としたモリソンの次男の「モリ
ソンニ世文庫」を購入した。90年
には長い間東洋文庫の活動を支え
た故榎一雄博士の旧蔵書（約28000
冊）を受贈した。
　以上、図書の受贈・購入を中心に
東洋文庫の歴史を年譜風にたどって
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きた。こうした諸氏の好意のおかげで、現在東洋文庫の蔵書はおよそ80
万冊に達しているが、その中心は、いうまでもなく「モリソン文庫」であ
る。モリソンの蔵書の末尾には、モリソンの故郷であるオーストリアの名
物カンガルーのいる風景を描いた蔵書ラベルが張ってあるから、一目で見
分けることができる。私も一度書庫で点検したことがあるが、古くは16
世紀にまでさかのぼる欧米人による中国各地の旅行記は大変貴重なもので
ある。その全貌は東洋文庫から出版されている『中国関係欧文書籍分類カ
タログ』（英文）で見ることができる。この蔵書の中で最も有名なものは、
マルコ・ポーロの『東方見聞録』である。これにはなんと56種（世界に
は97種）もの貴重な各国語による古刊本がある。モリソンがいかに偉大
な蒐集マニアであったかがわかろうというものである。その筆頭に位置す
るのが、巻頭に「ここに、ヴェネツィア人マルコ・ポーロ氏の、東方諸国
の習俗状況についての書の序文が始まる」と書かれたフランチェスコ・ピ
ヒ゜ノの1485年ラテン語版である。これは日本で最も古く、世界でも3番目
に古い刊本であるとのことである。『東方見聞録』でヨーロッパに初めて
日本が「黄金の国ジパング」として紹介されたという話はご存じの方も多
いであろう。
　東洋文庫の、蔵書面からみたいまひとつの誇るべき特徴は「国宝」およ
び「重要文化財」に指定された貴重書をもっていることである。国宝には、
たとえば、天養2年に書写された『史記』の夏本紀第二、秦本紀第五（2
巻2軸）、重要文化財には、たとえば、ローマ字綴りの日本語で記された
日本耶蘇会編『ドチリーナ・キリシタン』（1592年刊行）などがある。一
方では欧米人が日本で見聞した動植物を描いた「博物誌」や「植物誌」、
アルバム、画帳、地図帳、銅版画の類や江戸時代の風物を描いた絵や図な
ども多数存在する。これらは、筆者のような素人にとっても興味深いもの
である。これらを繕といて往時のアジア各地の風俗を偲ぶことは，東洋文
庫を訪れたときの筆者にとってひそかな楽しみである。
　こうした蔵書のおかげで、現在中国に限らずアジア各地の研究のための
文献センターとして機能している。私の関係する西アジア・イスラム関係
でも、1958年以降、組織的な蒐集が行われており、アラビア語、ペルシア
語、トルコ語、オスマン＝トルコ語文献の合計は1万点をはるかに越えて
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おり、この方面でもわが国の文献センターとなっている。今年度から5年
間は文部省科学研究費補助金による「現代イスラーム世界の動態的研究一
イスラーム世界理解のための情報システムの構築と情報の蓄積」一（代表
佐藤次高東大教授）の一班として、さらに組織的な収集を行っている。
3　東洋文庫の組織と活動
　東洋文庫の組織は、総務部、研究部、図書部の3部門からなっている。
総務部は、いうまでもなく、この組織を運営する事務方であり柱である。
図書部は国会図書館の支部として館内貸し出し（館外貸し出しはいっさ
い行われていない）など通常の業務をおこなっているが、特筆するべき点
は、製本室で革表紙による旧い貴重な欧文書の修復と保全、唐綴じによる
漢籍（とくに地方誌）の修復とそれを収納する秩の作成などを行っている
ことである。この技術は、安手の製本機の横行している現在の日本ではい
まや失われつつある貴重なものである。1996年の11月から12月にかけて
この道のベテランである2人の職員がカイロの国立図書・公文書館で技術
指導を行うなど、国際的にも注目されている。さらに、これも通常の図書
館では見られないものと思われるが、複写室において専門の職員が貴重
な古書のマイクロフィルムによる複製・保存を行っている。図書部は、こ
のほかに出版活動も行っている。その中心は『東洋文庫所報』の編集であ
る。これは図書部の人々の研究活動や動向を知るうえに便利である。図書
部では収集された書籍の整理に学生アルバイトの力を借りているが、本学
の学生も毎年数人がこの作業に従事している。なお、東洋史学専攻では、
毎年3年生の東洋文庫見学を実施しているが、その際には図書部の方々か
ら懇切丁寧な説明を受けていることを報告して、合わせて謝意を表明して
おきたい。
　なお、東洋文庫にはさきにのべたような国宝級の貴重図書が存在する
こともあって、一般図書の閲覧に関しても他の図書館よりは制限が多い。
閲覧には研究員ないし教員の紹介が必要である。閲覧時間は午前9時から
午後4時半で、12時から12時半までは昼休みのため閲覧室は閉鎖される。
土曜、日曜、休日および毎月末日は休館日であるから注意されたい。
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　研究部は5部門12研究委員会からなっている。その構成はつぎのとおり
である。中国研究部門に東亜考古学、古代史、唐代史、宋代史、明代史、
近代中国の各研究委員会、日本研究部門には「岩崎文庫」の和漢書の研究
を中心とする同名の委員会、インド・東南アジア研究部門に南方史研究委
員会、東北アジア研究部門に清代史研究委員会と朝鮮史研究委員会、中央
アジア・イスラム・チベット研究部門に中央アジア・イスラム研究委員会
とチベット研究委員会が所属している。研究員の総数は現在80余名であ
るが、大半は兼任である。本学の関係者では、神田信夫先生、気賀澤保規
先生、それに私である。最近フランスの極東学院の支部が置かれ、研究員
が1名駐在している。
　研究部の活動は研究員の個別研究を柱としているが、これとは別に各研
究委員会が持ち回りのローテーション方式で研究活動の成果を出版してい
る。これは主として各委員会で蒐集した図書の文献目録や資料の校訂出版
が多いようである。東洋文庫の学術出版として名高いのは、和文では『東
洋学報』がある。これは長い歴史を持つとともに、わが国における東洋学
関係専門雑誌として最も評価の高い雑誌の一つである。『東洋文庫欧文紀
要』（Memoirs　of　the　Research　Depar七ment　of七he　Toyo　Bunko）は日本
の東洋学研究を世界に紹介することを目的として出版されており、これま
た世界的な知名度をもっている。研究員の動向、在庫数、閲覧者数など身
近な情報が盛り込まれているのは『東洋文庫年報』である。このほかに
『東洋文庫論叢』、『東洋文庫叢刊』、『東洋文庫各種委員会刊行物』、『東洋
文庫諸目録』、『東洋文庫刊行物目録』、『在庫分リスト』がある。
　東洋文庫全体の活動としては、地域と社会へ向けてのサービス活動と
して、毎年春秋2回『東洋学講座』を開催しているほか、外国との学術交
流、来訪された外国人による特別講演会、図書展示会などを随時行ってい
る。1994年10月から11月にかけては、江戸東京博物館で特別展示会を開
催した。
　最近、東洋文庫では図書整理のコンピュータ化に力を入れており、アジ
ア各国の文字による情報を単一のシステムで電算機処理をするための試行
を重ねている。現在、たとえば、アラビア文字による文献のデータベース
化が完成しており、東洋文庫に行かなくてもアラビア語、ペルシア語、オ
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スマン＝トルコ語文献の検索が瞬時にしてできる。
　個人的なことで恐縮だが、私は、1970年に日本学術振興会の特別奨励
研究員として受け入れていただいて以来、中央アジア・イスラム研究委員
会の一員として席を置いている。当時、私の指導研究員は昨年暮れに亡く
なられた護雅夫先生であった。先生は、古代トルコ民族史研究の世界的な
権威で、私は論文を書くたびに丁寧に添削していただいた。いま思えば、
東洋文庫の一室で、先生と机を並べて（実際には向き合って）研究三昧の
日々を送っていた頃が一番勉強した時代であった。当時は榎一雄先生や辻
直四郎先生も健在であった。現在なお、かくし・やくとして活躍しておられ
る市古宙三先生や河野六郎先生などの大先生たちに廊下ですれちがうだけ
で、コチコチに緊張して挨拶したことを覚えている。私の文庫での仕事の
一つは、トルコ語とオスマン＝トルコ語の文献を収集することであった。
コンピュータ技術が未発達な当時、これらの文献目録の出版は至難のわざ
であった。もとより一人ではできないので、イスラム関係の研究者仲間と
の共同作業であったから、実に楽しかった。ときにははしゃぎすぎて榎先
生のお叱りを受けたこともあった。研究員は完全に無給であるから、すべ
ては手弁当の無料奉仕である。書庫に自由に入れるのが唯一の特権であ
る。ある日、書庫で日本には存在しないと頭からきめてかかっていた1．M．
ドーソンの『オスマン帝国総撹』（1787－1820年刊、全3巻）を発見したと
きは本当に驚き、モリソンの図書収集能力に感服したものである。ドーソ
ンは、イスタンプル生まれのアルメニア人で、ヨーロッパで教育を受けた
後、イスタンブルで通訳やスウェーデン大使などを務めたという当時でも
めずらしい経歴をもっている。この書物は、トルコ人の習慣や風俗がエッ
チングによる挿し絵をふんだんに使って紹介されている楽しい本である。
研究活動とは別に、昼休みには毎日バレーボールをしていた。あまり熱
心なので、『お前は研究をしに来ているのかバレーをしに来ているのか、
どっちだ』と皆にいわれたくらいであった。そのころは、隣にある小学校
の先生のチームと試合をして勝ったくらいだから、われわれの技術はたい
したものであったと今でも自負している。コーチは出入りの文房具屋の若
旦那であった。しかし、そのバレーコートも、その後財政難のために設立
当初2000坪あった敷地のうち、800坪を売却したためになくなってしまっ
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た。今では、『お前はバレーができなくなってから文庫に来なくなった』と
冗談半分にいわれている。また、一時期「テントルス」という野球のチー
ムを作っていた。しかし、最近ではみな年をとってしまっていつのまにか
「テントラズ」になり、いまでは解散同然である。すべてこれらの活動は
「親睦会」を柱としていた。しかし、東洋文庫は慢性的に財政難で、フレッ
シュな人材を補給できないため、しだいに活力を失ってしまった。これま
で紹介してきたような、世界でも有数の東洋学研究センターが、人知れず
衰微していくのは、誠に残念である。東洋文庫が自己アピールの能力を欠
いているところにも原因があるが、他方では、わが国の政府や世間がアジ
アを軽視していることに由来している。アジアを知らなければ「国際化」
などかけ声だけで終わってしまうことを強調しておきたい。
　本稿のデータは、東洋文庫の要覧などを参照したが、このほかに次の文
献も参照した。これらは蔵書の図版などを含む興味深いものなので、一読
をお薦めする。
1．東京都江戸東京博物館本館の企画展示室で行われた特別展示会（平成
　6年10月8日一11月20日）のカタログ（『世界の中の江戸・日本一
　（財）東洋文庫のコレクションを中心に一』（東京都江戸東京博物館
　編平成6年）。
2．『東京人』no．861994年（特集：世界に誇るアジア研究図書館東洋
　文庫のすべて）
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